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ホーチミン市で絵画大会を開催
優秀作品は 「2005年ベ トナム子 どもカレンダー」に

ベ トナム青業奨学会は2月 1日 、絵画大会をホーチミン市内の統一会堂で開催、奨学生

約 240名 がクレヨンを手に思い思いの絵を描いた。絵画大会は、2004年度第 1回奨学金

授与式の後行われ、同市内の奨学生のほか、今回特別に招待された、ビンロン、ロンアン

両省の奨学生も参加 した (3、 6ページに関係記事)。 優秀作品 13点は、2005年 6月 に

10周 年を迎えるベ トナム子供基金の記念事業で制作 される「2005年ベ トナム子どもカレ

ンダー」を飾る (カ レンダーのお申し込みは12ページを参照)。

個性的な発想を期待

土 肥 明 代

テ ト休み明け 1週 間後の 2月 1日 の 日曜 日、

2004年度第 1回奨学金授与式が昨年 と同じ統

一会堂で行 われ ま した。今年 はホーチ ミン

(HCM)市 内の奨学生に加え、ビンロン省

とロンアン省の学生たちも招待 しました。

年前中に式典、そ して年後には学生たちに

よる絵画大会が行われました。 この絵画大会

は、ベ トナム子供基金で作るカレンダーに使

う絵を集めることを 目的としたものです。子

どもたちに絵を描かせなければならない とな

つた とき、正直、私は不安を感 じました。何

「上手に描けたよ !」 4人の小さな芸術家

を不安に思つたかというと、子どもたちに絵

が描けるのか、という最も基本的な問題です。

なぜなら、グエン・ ドク・ホゥエ代表は以前
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から、ベ トナムの子 どもたちは、美術の授業

がないから絵の描き方を知 らないと言つてい

ましたし、私がハノイで通つていた施設では、

モデル となる絵を飾つてそれを見ながら子 ど

もたちに絵を描かせていたため、子 どもたち

の絵はみな同じようであ り、それな りにきれ

いな絵ばかりだつたからです。

さらには、昨年、小学生のみに絵を描かせ

る機会があつたのですが、張 り切つて描 く子

もいましたが、周 りの様子を うかがいなが ら

描 く子が多く、同じテーマばか りにな りまし

た。そのために、絵のテーマを自由と設定 し

て、学生たちがそれぞれ 自由な発想で、誰か

の真似ではない自分 自身の絵を描 くことがで

きるかどうかが不安だつたのです。

しかし、私の期待をはるかに超えて、学生

たちは大変個性的な楽 しい絵をたくさん描い

てくれました。子 どもたちは寝転がつた り、

女の子でもスカー トの足を構わず広げて座つ

た り、私が写真を撮ろ うとしているのも気付

かないほど夢中になつて描いていました。

もちろん中には、自分は絵を描けないと言

つてどうしても描こうとしない子 もいました。

私は自分も美術が苦手で絵を描 くことができ

ないので、彼女の気持ちがわか りました。で

すか ら無理に描かせることはしませんで した。

HCM市 の学生たちは式典後す ぐに絵を描

き始めましたが、ロンアン省 とビンロン省の

学生たちは、会堂見学 と昼食を済ませた後に

絵を描きました。ロンアン省の学生の中には、

絵を描いているHCM市 の学生たちを好奇心

旺盛にぐるぐると見て回 り、自分はいつ絵を

描かせてもらえるのかと、ボランティアスタ

ンフに尋ねる子 どももいま した。確かに彼は

画用紙 とクレヨンを渡されると、地面にはい

つくばいにな リー瞬の迷いもなく夢中になつ

て絵を描き始め、あつとい う間に上手な絵を

しあげて しまいました。また、ビンロン省の

女子中学生ははじめは描けない と言つて筆を

取 りませんで したが、私が 「描きなよ」 と促

夢中になつてクレヨンをはしらせる子どもたち

す と、それなら私のことを描 くと言つて描き

始めてくれました (最終的には私ではなく、

風景を描いていましたが)。

全体的な感想 としては、年齢の低い子 ども

たちの方が上手下手にこだわることなく、自

由に絵を描いていたように感 じられます。年

齢が高 くなるにつれ、絵が上手に描ける描け

ないとい う意識にとらわれ、自由な発想が生

まれにくくな りがちのようです。 これは私の

個人的な印象ですが、ベ トナム人は比較的み

な同じ考え、意見を持つている部分があるよ

うに感 じられます。具体的には、ひ とつの問

題に封 して、これはこうでない といけないと、

全員が口をそろえて同じことを言 うような感

じです。そ して、ベ トナム人はそのことを疑

問にも思つていないでしょう。

おそ らくこれは、学校教育も含 めて、子ど

もたちが育てられる周 りの社会の中で培われ

る意識なのだと思います。 この意識が育つ と

共に、子 どもたちの自由な発想が押 し殺 され

ていって しまっているのではないでしょうか。

決まつた考えを教え込ませるのではない、子

どもたちの伸び伸び とした自由さ、個性的な

発想が尊重 される教育をこれからのベ トナム

に期待 したいと思います。

(ど ひ あきよ。駐ホーチミン市スタッフ)
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■「 10周 年記念事業」 の ご報告

10周 年記念事業 「ベ トナム黄梅基金」と

「2005年ベ トナム子どもカレンダー」には会

員皆様のご協力とご支援を賜 りありがとうご

ざいます。

黄梅基金は目標額 500万 円に対し43件 205

万 7500円 のご支援を賜りました。子供基金の

2003年度繰越金の 200万 円と新たにご支援い

ただいたうち 153万 5000円 を加えた 353万

5000円 を2月 5日 に青葉奨学会へ送金いたし

ました。青葉奨学会代表のグエン・ ドク・ホ

ゥエさんは、黄梅基金を最も必要としている

支援先と交渉を進めています。黄梅基金がベ

トナムの子どもたちに新 しい支援 として継続

されますことを期待してやみません。

カレンダーについては、2月 1日 ホーチミ

先

間

航渡

期

第 3回里子訪間ツアー

旅行代金

ベ トナム・ハノイ市

2004年 7月 18日 (日 )か ら

7月 22日 (木 )ま で 3泊 5日

1人 H万円 (交流会費等含む)

ハノイ在住里子と里子家族、学校関係

者をお招きして 「里子交流会」を行いま

す。ハノイに里子を持つ皆様、里子を持

たない方にもご参加いただき、ベ トナム

の子どもや家族 と楽 しい一時を過ごそ う

ではありませんか。はじめてのハノイ訪

問です。ハノイ市内とハロン湾観光も行

います。詳細はパンフレットでご案内し

ます。

ン市の統一会堂で 「絵画大会」が行われまし

た。ベ トナムの子 どもたちには、学校で絵を

描 く授業がないため少 し心配 していましたが、

240名 の学生は熱心に描き、立派な絵が描 け

たよ うです。大変楽 しみです (1ペー ジ参

照)。

ベ トナムの子 どもたちが描いた絵で 「2005

年ベ トナム子 どもカレンダー」が制作 され、

青業の奨学生 2000名 の家庭に飾ることができ

ますよう皆様の温かいご支援を心からお願い

いたします。カレンダーの申込は現在、20件

31組 4万 1600円 のご支援をいただきました。

「ベ トナム黄梅基金」500万円と「2005年
ベ トナム子 どもカレンダー」1000部の目標が

達成できますよう、会員皆様のご協力お願い

いたします。 (飯 田)

■どうしてべ トナムですか ?

会員の皆さまの本通信への投稿を歓迎いた

します。

テーマは 「どうしてベ トナムですか ?」 。

ベ トナム子供基金に参加 したキッカケ、なぜ

ベ トナムにこだわるのか、また、子供基金の

活動および本通信へのご意見ご感想をいただ

ければ幸いです。

原稿は、郵便・電子メールで受け付けてお

ります。原稿をお送 りくださる際は、連絡先

も必ず明記 してください。採用原稿は、文意

を変えない程度に編集することがあります。

また、原則、ホームページにも掲載いた しま

す。あらか じめご承知おきください。 (編集

部)



2004有
「

3月 20 日

会員各位
ベ トナム子供基金

代表 近藤 昇

定期会員総会招集のご通知

拝啓 早春の候、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。平素はベ トナム子供基金

の活動に温かいご支援を賜 り御礼申し上げます。

さて、下記の とお り 2004年定期会員総会を開催いた します。 ご多忙中恐縮ですがご出

席いただきた くご通知 申し上げます。

敬具

言己

日時  2004年 5月 15日 (土曜 日)午後 2時か ら4時

場所  アジア文化会館教室

東京都文京区本駒込 2‐ 12-13

電話  03-3946‐ 4121(代表 )

議題

1号議案 2003年 活動報告

2号議案 2003年決算報告

3号議案 2004年 活動計画案

4号議案 2004年 予算案

スピーチ

1)Miss Rtt mIEN WANH TRANG
トラン ティエン タイン チャン様

国家 自然科学大学 4年生

テーマ 青葉奨学生 としての学生生活

2)土肥 明代様 (前青葉奨学会 日本人スタンフ)

テーマ 青薬奨学会勤務を終えて

会員総会は会員の三分の一以上の出席をもつて成立 しますが、全国各地にい らつ しゃる会

員が総会にご出席いただくためには大変ご無理な状況にあ ります。この現状か ら総会当 日、

ご出席できない方で委任状提出のない方には議長一任 とさせていただきます。 ご理解 とご

協力お願いいた します。

尚、総会出欠はがきにご記入の上 4月 30日 までに切手を貼つてご返信 くだ さい。

以 上

‐4‐



項 目 2ヽ003年予算割〕2003と F労に雪主靱 B―A差額

*J又入

当期里規基金 (一般 ) 6.500.000 4.934.920 ▲  1.565,08C

当期里親基金 (学生 ) 100,000 10,000 ▲  90_00C

当期一般基金 480,000 622.000 142.00(

当期賛助金 467.000 359。 343 ▲  107.65巧

責梅基金 0 1,020,000 1_020_00C

利息 その他収入 20,000 1,530 ▲ 18,47C

当期総収入 7.567,000 6,947,793 ▲  619,207

前期繰越額 5,797,290 5,797,290

」▼入合 計 箱 13_364_290 12,745,083 ▲  619,207

*芝出

奨学金 6.000.000 5.000.000 ▲  1.000.000

ぺトナム黄梅基金 0 1,000,000 1,000,000

その他支援 0 C

支援金額合計 6,000,000 6000.00C 0

経費

郵送費 215.000 222.68C A 7.680

室 蒸 所 書・会 議 書 120.000 97,884 22,116

印用1費・コピー費 211,00C 194,811 16.189

通信費 40,000 40,313 ▲  313

年会費・参加費

備品購入費 30.00C 81,783 A 51,783

スタッフ活動費

ホーチミン事務局 375.00C 375.00C 0

東東事務局 720,00C 694,50C 25,500

損害保険 105,00C 51_98C 53.02C

交通費 (ホーチミン) 170.00C 168.12C

交通費 (東京) 200.00C 73,40C 126,600

難 腎・振 込 み 手 数 料 30.00C 78.490 ▲  48.499

当期経費支出額 2.216.00C 2,078.97C 137,030

当期収支差額 5.148.29C 4.666.11 ▲  482,177

*当H牌 激 命 ■ 箱 5,148,29C 4,666.1lg ▲  482_177

収支計算書
(自 2003年 1月 1日 至2003年 12月 31日 )

2004年 予算(案 )

2004/02/17     自 2004年 1月 1日

緊急支援   (円 )

基金収入      0
前年繰越金   66,472
基金支出     0
次年繰越金   66,472

流動資産

普通預金 みずほ銀行駒込支店 (一般 回 ) 355.27C

みずほ銀行駒込支暦 (貢穏口) 10,00C

みずほ銀行駒込支店 (niRv) 32.802

郵便振替 口座文東グリーンコート(一般 口 ) 4,256,098

郵便振替 口座文東グリーンコート(黄梅 口 ) 11,50C

郵便貯金  文東グリーンコート 443
現金 C
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■2004年 第 1回奨学金授与式で青葉奨学生があいさつ

ベ トナム青葉奨学会は 2月 1日 、2004年第 1回奨学金授与式 をホーチ ミン (HCM)
市の統一会堂で開催。今回の授与式にはビンロン、ロンアン両省か ら奨学生 26名 も参加

し、絵画大会にも加わつた (¬ ページ参照)。 駐HCM市 スタ ッフの上肥明代 さんによる

と、両省の奨学生は 1月 31日 、 ヴィンギエム寺やスーパーマーケ ッ トな どを見学、夜は

ネオンで飾 られた市内をバスで回つた。両省の奨学生の世話 を したHCM市 の奨学生はよ

く気を配 り、大きな役割を与えられたことに、誇 りと自信、責任感を感 じていた とい う。

奨学金授与式では、奨学生代表 と元奨学生代表が次のように感謝 と決意を述べた。

愛情 とその輝 く灯火

ボー・バン・ ドゥック

私はザーディン高校 12年生 (3年生)です。

この大きな式典でご挨拶できることを、大変

光栄に思います。青葉ファミリーはここに集

まり、気持ちも温め合 うことができました。

新年にあたり、青葉奨学会は多くの新しい仲

間を迎え、意義深い奨学金は全国の優秀な学

生たちの苦しい環境を救つてくれます。

私の生活について申し上げれば、幼いころ

から頼る場所がありませんでした。ゼィウザ

ンク寺の尼さんたちに助けていただきました

が、学業においては多くの障害、不足があり、

さらにはいつ学校をやめなければならなくな

るかわからない状態でもありました。しかし、

何もできず、自分の将来がどうなつてしまう

かまつたくわからない状態だつたちょうどそ

の時、青葉奨学会が手を大きく広げて私を救

ってくださいました。

里親様 と先生方が、明るい灯火をもたらし

てくださつたのです。皆様の限りない愛情に

よるその輝く灯火は、実際に温かさと生きる

力を与えてくださいました。

里親様が贈つてくださる奨学金で、私たち

は勉学にかかる費用の多くを賄い、不足して

いたものを少しずつ手にすることができるよ

うになりました。里親様の温かいご援助、こ

の団体を創設 されたホゥエ先生の心を尽 くし

たご苦労、そ して青葉奨学会の先生方の熱心

なご支援を受け、青葉ファミリーの団結 した

精神の下、今後の社会に全ての能力を活かせ

るよう全ての意志を集結 し、努力 して道徳の

鍛錬を行い、学業において高い結果を修める

ことをお約束いた します。

(Vo Van Duc・ 青葉奨学生代表)

◇ ◇ ◇

「成功」を語る喜び

ファン・クォック・ダイ

元青葉奨学生を代表 して 「成功」とい う二

文字について証明 させていただくことを、本

当に光栄に思います。

青葉奨学会による大きなご支援 と自分 自身

の足でもつて、本 国私は自分の進む道に成功

を導 くことができました。それ らは小 さなも

のではありますが、私にとつては将来を大き

く開いてくれるものなのです。私は青業奨学

会に心からのご思 と感謝を申し上げます。

最後に、今青葉奨学会か らの支援を受けて

いる学生の皆 さんにお話 したいと思います。

皆 さん、精一杯がんばつてください。 自分

が望むことを達成できると信 じてください。

そ してそれは皆 さんが一番大切に思 う人たち
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が、皆さんに期待していることなのです。青

葉もいつも皆さんを応援しています。

しかし、本 国私自身の成功によつてこの思

いを証明したように、何よリー番大切なこと

は皆さん自身の努力にかかつているのです。

皆さんがいつも幸運に恵まれることを祈って

います。

(Phan QuOc D五・元青楽奨学生代表 )

■青葉奨学会が毎年行 うCay Mua xuaII(春の

木)運動 に元奨学生のライ・テ ィ・ フォン・

ニュンさんが参加 した。彼女は 2003年 5月 、

ハ ノイ財政大学を卒業後、 ドンズー 日本語学

校で学び、 この春、 日本での留学生活 を始 め

る。 (※ Cay Mua xuan運動 :テ トに経済的に恵

まれない子どもたちに 1着の制服を贈る運動)

心 が 揺 さぶ られ た制 服配 り

ライ・テイ・フォン・ニュン

貧 しい子 どもたちに正月のプレゼン トを贈

る活動については、いろいろと聞いていまし

たが、初めて参加の機会を得ました。活動の

規模は、想像をはるかに超えていま した。べ

トナムや 日本の企業、 ドンズー 日本語学校の

教員、学生、そ して青葉のボランティアまで、

非常に多くの多様な人々が活動に参加 してい

ま した。集まつた寄付の分だけ制服を買い、

種類を分け、袋詰めをします。青葉事務局は

とても'院 ただ しく、普段 より遅 くまで仕事を

していました。誰もが自分の利益を考えるこ

となく、積極的に手伝つていました。

1月 上旬か ら制服を配 りに行きま した。一

番印象深いのは、ロンアン省カンズオック郡

の ドンタイン小学校 とザ ックヌイ小学校の学

生にプレゼン トを贈 りに行つた 日です。 自分

の国にまだこんなに貧 しい地域が残つている

とは想像 していませんで した。こんな小学校

制服を配るニュンさん (右 )と窪寺運営委員

は私の記憶の奥深 くに、長い問眠つたままに

なつていたか らです。学校は本当にみすばら

しく、校庭は恐 らく小雨でもどろどろになつ

てしま うで しょう。教室 といえば、教室の中

に立っているにもかかわらず太陽の光が刺 し

こんできます。私の小学校 も昔はこうで した。

学生たちもとても気の毒で した。裸足で制服

を受け取 りに来る子 もいました。 5年生だと

い うのに、まるで 1年生のように小 さな子 も

いました。 しかし、どの子の目も明るく輝い

ていて、とても賢こそ うな顔をしていました。

突然私はとても心が揺 さぶ られま した。 もし

子 どもたちにもつと良い生活環境があれば…。

子 どもたちには何か少 し自信のなさや恥ずか

しさがあ り、私たちと話をしてもお どお どし

た感 じが うかがえましたが、それでも私は子

どもたちの 目から、感謝の気持ちと喜びを感

じることができました。

帰 り道では、贈 られた制服をしつか りと胸

に抱えた子 どもたちの姿が私の頭の中に焼き

付いていました。来年はより多くの寄付が集

まり、より多くの子 どもたちがこの小 さくと

も心のこもつたプ レゼン トを受け取れること

を、密かに願つていました。

(Lai Thi Phuong Nhung・ 元青葉奨学生 )
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■里子からの手紙

祖母の思い出を胸に

ブイ ロティ・ トゥエッ ト

また新 しい学年が始ま りま した。全国の生

徒のみんなと同じように、私 もうき うきしな

がらすべての学用品を準備 しました。でもひ

とつ とても悲 しかったのは、今年は全部 自分

で用意 しなくてはな らなかつたことです。 1
年前を思い返す と祖母 と一緒に新学年の準備

をしたのだな……と思い出します。

祖父 と離れて町へ出て勉強するのは心が無

限に寂 しいです。よく私は父や 2番 目の母、

兄から送 られてくる手紙を心待ちにしていま

すが、でもそれは稀なことです。私は私の家

族が私たち兄弟を学校にやるために働かなく

てはならないことも理解 しています。里親様

が私に支給 してくだ さる奨学金は物質的・精

神的な大きなプレゼン トです。そのお金のお

陰で新学年のためにお金を使 うことができ、

また、腕時計を買 うことができました。それ

は高価な物ではあ りませんが、私はとてもう

れ しかつたです。何故なら自分が時間に関 し

て主体的に行動できるようになつたからです。

時々腰を下ろして寂 しい気持ちでいるとき、

祖母や祖父の言つたことを思い出 します。

「難 しい勉強も頑張るんだよ ! じいちゃん

の願いもばあちやんと一緒だから」

今、私は更にわかつたことがあ ります。そ

れは祖父母 と私の家族の願いであるだけでな

く、里親様の願いでもあるのです。また更に

わかつたことは、 「人生は困難で厳 しいけれ

ども私は頑張 らなくてはならない。私の家族

のみんな、里親様、そ してたくさんの人々ま

でもが私の進んでいくその歩みを待つている

のだから」とい うことです。

私の敬愛する祖母についても思い出します。

祖母が私に 40万 ドンをくれ、里親様からいた

だいたお金を足 して ミニサイクルを買つたこ

とです。私は祖母にその自転車を見せてや り

たい と思つていま した。でももうできません。

祖母は永遠に遠い ところへ行つて しまいまし

た。 9月 14日 で祖母が亡くなつてから 100日

にな ります。

16年間祖母 と一緒に暮 らし、祖母に育てて

もらい、学費を出 してもらいました。病気に

なつた とき、もう直 らないことを知つて祖母

は私を本当に可愛がってくれました。そ して

私を安心させるようにこんなことも言いまし

た。 「ばあちゃんがいなくなつても、お前に

は里親様がご関心を寄せてくださる」

そ して今 日、この手紙を書いている 9月 5

日、新学年の始業式で奨学金を受け取 りまし

た。私はそのお金を新学年のために使いまし

た。そ して心から里親様に感謝の気持ちをお

送 りいたします。里親様は今の私の生活をと

ても助けてくださいました。

手紙の終わ りに里親様のお仕事がご成功 さ

れます ようお祈 り申し上げるとともに、里親

様がベ トナムにお立ち寄 りになる機会があ り

ました ら、ホスピタリティにあふれ、勇敢で

堅実な私の故郷タイ ビン地方へお越 しくださ

いますようご招待いたします。

(Bui Thi Tuyet)
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■ちよだ地球市民講座 ベ トナム国際協力体験ツアー

東京都千代 田区の 「ちよだ地球市民講座」参加者 12名 は 2003年 12月 12日 か ら 18日

まで、ホーチ ミン (HCM)市 などで国際協力活動の現場を視察 した。ベ トナム子供基金

は同講座の依頼で飯 田博康事務局長を派遣、事前講演のほか、現地ンアーにも同行 し、ベ

トナム青業奨学会のグエン・ ドク・ホ ゥエ代表 との懇談、避難所兼学校の視察を行つた。

ツアーに参加 した原小鈴さんは、青葉奨学

会のある ドンズー 日本語学校の学生と交流 し、

次のように語る。

私たちは生徒の家を訪問しました。車で 40

分。途中前の車とバイクが接触 し、HCM市
の交通事情に触れま した。大学に通い、アル

バイ トをしながらドンズー 日本語学校にも通

う彼女は、毎 日バイクで学校までその道を通

う。学校で習 う第 1外国語は、 日本 と同じく

英語であ り、選択ではフランス語や 日本語が

あるそ うです。 日本語を学ぶ理 由 として、

「日系の会社で働きたい」 「日本に留学 した

い」 と教えてくれま した。そんな彼女は、来

年 日本の大学に留学が決まつたそ うです。 日

本で会いましょうと、私たちはメールのア ド

レスを交換 しました。

そ して、原さんはロンアン省 トウー トウア

郡ロン トゥアン村の避難所兼学校を訪ね、貴

重な時間を過ごした。

一番遠 くか ら通つて来る生徒は、船で通学

している。私たちもこの学校まで船で行きま

した。エンジンが煙 と音を出しながら、静か

なメコンデルタを進む。ちょつぴ り探検家気

分にな りましたが、無事に着いた時はやは り

ほつとしました。

遊び うたや じやんけん列車など、はじめは

恥ずか しがつていた子 どもたちでしたが、そ

ばに寄つて歌いだす と、大きな笑顔が返つて

きました。 じゃんけん列車では、とうとう皆

がつながつて大きな輪になりました。この輪

がいつまでも私たちと子 どもたちとをつなぐ

輪になれば良いなと思いました。

ホゥエ代表と懇談する参加者

新聞の折り紙で子どもたちと交流

最後 に子 どもたちか ら歌のプ レゼ ン ト。 じ

ゃんけん列車の時に触れた肩 は とて も細 くて

小 さかつたけ ど、大 きな声 と笑顔 がホール に

響 き渡 り、子 どもたちか らパ ワー をもらつた

気が しま した。子 どもたちが将来 自分の好 き

な道 に進 めるよ うに、た くさんのチャンスが

訪れるようにするには、どうしたら良いのか

…、私が出来ることを見つけたいです。
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■みなさまの声 。思い

基金 10周 年に寄せて

大 西 好 宣

ベ トナム子供基金が 10周 年を迎えるとのこ

と。誠に慶賀に堪えない。これもひ とえに日

越双方の事務局諸氏のご尽力ゆえであろ う。

そのボランティア精神を実際に見聞 した身に

とつては、本当に頭の下がる思いである。

子供基金 と私 との関わりは、1990年代半ば

にさかのばる。当時、私はある民間の助成財

国でベ トナムと日本 との協力事業に関わつて

いた。現地にも実際に何度か足を運
丸

でお り、

ベ トナムとい う国の力強さと復興の槌音を目

の当た りにしていた。一方で、ス トリー トチ

ル ドレンなど、開発や発展か ら取 り残 された

人々の存在 も知つていたが、個人ではどうす

ることもできず、悔 しい思いもしていた。そ

んなある日のこと、新聞で偶然 目にしたのが

この基金の活動であつた。 さつそく東京の事

務局 と連絡を取 り、土曜 日のお昼に小 さな打

ち合わせに参加 させていただいた。

どうい う話の成 り行きでか、私が翌週ベ ト

ナムヘ行 く予定だと言 うと、 「それならホ ゥ

エさんに会ってこれ これの話をしてくれない

か」 とい うことになつて しまつた。伝令役は

もちろん名誉ではあるが、果た して新参者の

私が 日本側事務局を代表 して うまく話せるの

だろ うか、とい う大きな不安を覚えた。 しか

し、その場ではあいにく反論の余地もなく、

この大役をお引き受けすることとなつた。

ホ クエ さんや現地事務局の方 との話は、 し

かし予想外に堅苦 しいものではなく、とても

楽 しかつた。実際に現地で生活をされ、様々

な辛酸をなめてきた方々の体験はベ トナムを

知る上で大いに参考になつた。その後、ホー

チミン市に行 くたびにお会いするようにな り、

啓発 され、仕事上の重要なヒン トもいただい

た気がする。特にベ トナムの教育問題に封す

るホ ゥエ氏の深い造詣 と愛情に満ちた示唆は、

その後、私が同国の大学改革のための様々な

協力事業を担当する上ですこぶる役立った。

この場を借 りて心からお礼を申し上げたい。

当初、基金が実施 していたのは青葉奨学金

に代表 される、ベ トナムの貧 しい子供たちヘ

の学資金支援のみであつた と記憶する。 しか

し、喜ばしいことに基金は徐々に社会的な認

知度を高めていき、学校建設やス トリー トチ

ル ドレン問題への啓発、里子訪問ツアーの実

施など、その活動は年々幅広 くなつていつた。

会員数 も増えた し、メディアヘの露出もずつ

と増え、事務局は大変だつたのではあるまい

か。そのような状況ではおそ らく以前よりも

私のようなボランティアの伝令役が必要だつ

たのではないかと想像するが、この時期、私

は仕事のかたわら大学院の博士課程に進むこ

ととな り、あいにく時間が割けなかつた。勢

い、基金の活動か らは遠 ざかるようにな り、

もつぱ らお金を振 り込むだけの支援になつて

しまつたのは返す返すも残念で、心から申し

訳なく思つている。

昨夏より国連職員に転進 し、仕事の内容が

一変 したため、業務 としてベ トナムを訪れる

機会は残念ながら皆無 となつて しまつた。そ

の反面、私の仕事は基金のそれ とよリー層近

くなつた。 とい うのも、私の勤務先は国連大

学 とい うところで、ここは途上国の人材開発

をひ とつの使命 としている。そ して、そこで

私が担当しているのは、わが国で学ぶ途上国

の留学生に奨学金を供与するとい う同大始ま

つて以来の新 しいプログラムである。その姑

象者 には、当然のことながらベ トナムか らの

留学生 も入つている。私の里子が努力 して将

来 日本に留学 し、この奨学金を貰つてくれな

いかなあ、などと今から夢想 している。

(おおにし よしのぶ 。国際連合大学プログラム

オフィサー)
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■事 務 局 便 り

会員皆様の温かいご支援をいただきお蔭様

で 2004年 の活動が順調に行われてお ります。

2003年は SARSの 発生でスタディツアーが延

期になりご迷惑をおかけいた しました。03年

は新会員 23名・里親基金 28日 が新たに加わ

りました。ベ トナム子供基金通信は年 4回の

発行 と内容の充実に努力いた しました。里子

と里親の手紙の交換はわずかですが増加 しま

した。里子の手紙は 516通あ り、内容にも心

温まるものもありました。03年は経費節約に

■ ご入 金 報 告 (敬称 略 )

2003年 12月

里親基金 :小池三恵子、島田直子、三好重仁、

元川暁子、鷹野次長、高橋強、本間きく、小

河原理枝、湊記代江、雹田耕二郎、松石陽子、

岡田千栄子、くにたち地域国際交流研修代表

桜井良子、橋本誠勇、木塚晴夫、服部泰子、

岡準造、久保 田詔子、長谷川博勇、柴 田愛子、

雨官徹、尾形嘉吉子、金城清喜

一般基金 :馬場喜代子、山村栄子、佐々木和

子、服部泰子

賛助基金 :原かよ、椙山アヤ子、佐藤正樹、

服部泰子、小西淳子、山田秀雄、NGO支 援

のためのフリーマ~ケ ット実行委員会

黄梅基金 :中原和夫

カレンダー :中原和夫

2004年 1月

里親基金 :保柳晴子、馬場登、中台正四、菊

池幸子、堺ゆみ、清水匡、東京美装 「従業員

ボランティア基金」、今井幸恵、東京小金井

ロータリークラブ、三戸雄造、中塚正信、湊

記代江、グランダーム代表 印波ナカ、中原

和夫

一般基金 :細山健、渡辺享、中原和夫

賛助基金 :ACA‐ アクア

努め、対前年 69万 4986円 を節約できました。

毎月の予実管理で経費節約を今後 とも厳 しく

行い少 しでも多くの支援がベ トナムの子 ども

たちに届きますことをお約束いたします。

里子全員に、宛先を印字 し切手を貼つた封

筒 2通 を支給 しま した。各学校経由だつたも

のが、04年から里子の手紙は直接青葉奨学会

へ郵送 されます。 これにより、里子からの手

紙の郵送時間短縮 と紛失事故を少なくします。

里子の手紙を楽 しみにしている里親様、里子

への手紙を是非お書きください。 (飯 田)

黄梅基金 :木村秀二、阿部潤、細山健、長瀬

義徳、宮澤武、塩谷隆、小田正和、芳賀善正、

柴 田敦子、松田幸子、石川邦夫、海老原かつ

子、鶴尾能子、佐藤繁子、小林初江、原 口忠

子、関武雄、早坂敏和、竹内祀子、山口弘剛、

三好重仁、桂のぶ子、サンクス・ファーム

宿田成宏、國枝武士、神徳和郎、馬杉栄一、

伊藤員矢、原二郎、福田和子、中林義光、伊

藤栄子、ナース リ・ ソル ト塩入清、湊記代江、

岡村進

カレンダー :坂本真理、塩谷隆、柴 田敦子、

海老原かつ子、勝見修子、勝見佐知子、原 口

忠子、三好重仁、神徳和郎、原二郎、福 田和

子

2004年 2月

里親基金 :薄 田純子、中塚正信、橋本進司、

湊記代江、河野美代子

賛助基金 :千葉市立葛城中学校生徒会、山口

大輔

黄梅基金 :吉川素子、Maret飛 鳥、福島啓子、

竹内尚之、橋本進司、宮崎絹子

カレンダー :小沢照男、小沢玲子、島田直子、

Maret飛鳥、望月良憲、本間きく、小河原理

枝、窪寺裕子

切手 :佐々木和子

‐
11‐

Owner
長方形

Owner
長方形

Owner
長方形

Owner
長方形



ベ トナム子供基金10周 年記念事業 (く わしくは通信 No.27を ご参照ください)

ベ トナム黄梅基金

一 口10,000円

ベ トナム子供基金の会員で基金を設立 し

ます。 目標 500万 円 (毎年350人 の子ども

たちを支援 します)。

お申し込みは次のところ

にお願い します。いずれ

も黄梅基金・カレンダー

申込専用の口座です。

口座名 義 はいずれ も

「ベ トナ ム子供基金」

郵便振替

00190-6-666994

銀行 振込

みずほ銀行駒込支店

支店番号 559

普通預金 8071959

個別黄梅基金

一 口300,000円 以上

個人またはグループで基金を設立 します。

基金の名前、支援地域 。学校等は、 ご相

談の上、決定 します。

学校建設黄梅基金

個人またはグループで学校建設 と黄梅基

金を併設 した立 します。青葉奨学会 と相

談の上、基金を設立 します。

2005年 ベ トナム子ども

カレンダー予約販売

(里子が描いた絵のカ

レンダーです。 )

1部 申込の場合  1500円 (送料込み )

2部 申込の場合 2500円 (送料込み )

3部以上の場合  1部 1200円 (送料込み )

※送付先は会員登録住所 1か所です。

べ トナム子供基金会員募集

里親基金

年額一 口

20,000円

特定の 「里子」に奨学金を支給す

る里親になつていただきます。

ベ トナム青葉奨学会か ら子 どもの

履歴票が届き、子 どもと手紙のや

りとりができます。

(学生会員は年額一 口10,000円 )

会費納入は次の ところに

お願いいた します。

口座名義はいずれ も

「ベ トナム子供基金」

郵便振替

00140-1-70399

銀行振込

みずほ銀行駒込支店

支店番号 559

普通預金 1495745

一般基金

年額一 口

12,000円

子 どもたち全体の 「里親」 とい う

関係 を想定 しています。子供基金

通信によつて、会の運営、子 ども

たちの様子等をお伝え します。

賛助基金 一般基金に準 じます。

金額、回数等、いつさい自由です。
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